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☆家族みんなが片付け上手になる収納☆ 

  モノがきちんと収納されていれば、部屋はすっきりと見
えるはずです。そのためにはまず、モノの収納場所が必

要です。しまう場所が足りないのであれば、新たな収納

場所について考えてみましょう。 

 収納場所を作るために家具を増やすばかりでは、部屋

が狭くなってしまいます。そこで注目したいのが壁面を

有効活用した収納です。壁を使った大型収納なら、たっ

ぷりとモノが入って、部屋がキレイに片付きます。扉付き

の収納棚なら、中が見えないので空間がよりすっきりし

た印象になります。テレビ台を兼ねた壁面収納には、配

線コードを収納棚に隠せるものもあります。同様に、家電

の充電用のコンセントや、パソコン用の配線を組み入れ

ることができるタイプも！これなら、コー

ドのごちゃつきを回避出来ます。収納す

るモノの高さに合わせて棚板の位置を

自由に動かせるシステム収納もあり、さ

まざまな大きさのモノを、デッドスペー

スを作らずすっきりしまえて便利です。 

 収納スペースができたなら、次は、、モノの置き場所を

決めましょう。よく使うモノは手が届きやすく出し入れし

やすい場所に定位置を作りましょう。使用頻度が低いモ

ノは高い位置に！そして、重いモノは低い位置に収納す

ると出し入れがラクに出来ます。 

 家族一人ひとりが片付けやすい収納になれば、ストレス

なく気持ちよく暮らせますよね(^^♪ 
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皆さんこんにちは！山口です。 

今年も早いものでもう師走ですね。 

異常気象なのか夏が暑く、そして長かった 

です。その影響と国からの補助金も前年度 

に比べて厚くなった事もあり、窓の断熱の 

リフォームが今年は大変多くなりました。 

一般的な窓の断熱リフォームはガラス交換・2重窓・窓交換とな

ります。ガラス交換は安価ですが後記の２つに比べ断熱効果が

低いのと補助額が少なく、2重サッシは断熱効果が高く、補助額

も多い。窓交換は費用は高いですが、断熱効果が高く補助額も

多い。簡単に言うとこの様なすみ分けです。今期の補助金は申

請期限が終了し申込みが出来ませんが、来年度の補助金も決

定しR5/11/2以降のご契約の場合は来年の補助金が対象とな

ると発表がありました。今年はメーカーの生産が追いつかず数

か月待ちになる事態も発生したので、早めに工事を希望の方

は、早期のご検討をお勧めいたします。 

やまぐち 
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みなさんこんにちは！ 

  空気が冬になってきましたね！

我が家では暖房をつけ始めていま

すが皆さんはいかかですか？ 

  先日親戚の家へお邪魔して、14

歳のハスキーと一緒に遊びまし

た！娘は最初ビビりながらも、帰る頃には仲良く

遊んでいました(^^)…というよりも

廊下とリビングを行き来したわん

ちゃんに『こっちおいでよ〜！』

と一生懸命話しかけていて、成長

を感じました！ 

今年は少し夜更かしして、イルミネーションデ

ビュー予定で楽しみです！ 

まつうら 

こんにちは！あっっっという間に年末になっ

てしまい、焦っている中條です。10月ころか

ら怒涛の毎日を過ごしており、なぜか2㎏太っ

てしまいました(笑)そんな中やっぱり癒しは

子どもたちですね♡今年は上の子が七歳で七五

三でした！ 

 今回は何と！いつもよくしてくださってい

るお客様に、お子さんが使われた着物をお譲

りいただき、それを着てお参りしてきました！

総絞りのとってもすてきなお着物で、着付けの

先生に大変お褒め頂きました！長栄のＡ様、本

当にありがとうございました！ちなみに下の弟

は一張羅の電車のプリントされた赤いトレー

ナーを着ていきました(笑) 

 なんだか落ち着かないまま今年を終えそうな

勢いですが、皆様は大掃除など順調ですか？ 

私は28日まで出勤なのでそのあとバババっと掃

除をして大みそかはゆっくり過ごしたいなぁと

思います。少し早いですが、よいお年を！ 

なかじょう 

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

オガワホームASでは誠に勝手ながら年末年始休業を 

下記の通りとさせて頂きます。 

   2023年12月29日(金)～2024年1月4日(木)   
 

   2024年1月5日(金)より通常営業とさせて頂きます。 

ご不便をお掛け致しますが、何卒ご了承いただきますよう 

お願い申し上げます。来年も変わらぬお引き立てのほど 

よろしくお願い申し上げます。 

年末年始休業のお知らせ 



＊
手
が
痛
く
な
る
く
ら
い
何
度
も
手

洗
い
を
繰
り
返
し
ま
す
か
？  

＊
カ
ギ
を
か
け
た
か
、
ガ
ス
の
栓
を

締
め
た
か
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を
確

認
し
ま
す
か
？  

＊
馬
鹿
げ
て
い
る
と
分
か
っ
て
い
て

も
頭
の
中
に
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
振

り
払
え
な
い
考
え
が
あ
り
ま
す
か
？  

＊
一
つ
の
こ
と
を
や
り
終
え
る
の
に

長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
か
？ 

＊
順
序
正
し
い
こ
と
や
左
右
対
称

な
こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
い
ま
す

か
？  

 
 ■

認
知
行
動
療
法 

 

強
迫
性
障
害
の
治
療
で
は
「
薬
物

療
法
」
と
併
行
し
て
「
認
知
行
動
療

法
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

考
え
方
の
ク
セ
に
働
き
か
け
る
認
知

療
法
と
、
体
を
使
い
な
が
ら
実
際
の

行
動
に
働
き
か
け
て
い
く
行
動
療
法

を
組
み
合
わ
せ
た
心
理
学
的
要
素
の

あ
る
療
法
で
、
そ
の
効
果
に
注
目
し

て
い
る
医
師
は
多
い
よ
う
で
す
。 

■
専
門
医
の
受
診
を 

 

強
迫
性
障
害
は
症
状
が
多
様
で
見

分
け
に
く
い
疾
患
で
す
。
早
期
発
見

と
病
気
へ
の
理
解
が
重
要
な
の
で
、

専
門
医
（
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
を

受
診
し
て
適
切
な
診
断
を
受
け
る
こ

と
が
治
療
の
第
一
歩
で
す
。
う
つ
病

や
統
合
失
調
症
の
初
期
、
も
し
く
は

他
の
病
気
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
専

門
的
な
診
断
や
検
査
が
必
要
に
な
り

ま
す
。 

 

次
の
項
目
は
強
迫
性
障
害
の
診
断

に
使
わ
れ
る
簡
単
な
質
問
で
す
。
一

つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
強
迫
性
障
害

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

際
に
は
さ
ら
に
質
問
を
重
ね
て
診
断

し
て
い
き
ま
す
。 

不
快
な
考
え
が
何
度
も
頭
に
浮
か
び
、
そ
の
不

安
を
振
り
払
お
う
と
し
て
同
じ
行
動
を
く
り

返
し
て
し
ま
う
「
強
迫
性
障
害
」
。
治
り
に
く
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
適
切
な
治
療
を
継
続
す
れ
ば
改
善
す
る

病
気
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
人
の
自
発
的

な
治
療
と
周
囲
（
特
に
家
族
）
の
理
解
が
何
よ

り
大
切
で
す
。 

 

た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を

行
っ
て
も
症
状
の
改
善
に
は
年
単

位
の
時
間
が
必
要
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
症
状
に
も
波
が
あ
り
ま
す
。

日
々
の
症
状
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
波
を
乗
り
越
え
て

い
く
よ
う
な
気
持
ち
で
治
療
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

■
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
支
え
に 

 

治
療
に
は
家
族
の
理
解
が
重
要

で
す
。
「
そ
ん
な
に
こ
だ
わ
る
の
は

や
め
な
さ
い
」
な
ど
の
助
言
は
患
者

の
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
「
一
日
も
早

く
治
そ
う
ね
」
と
い
う
励
ま
し
も
プ

レ
シ
ャ
ー
で
す
。 

 

「
時
間
は
か
か
る
け
れ
ど
治
療
す

れ
ば
じ
わ
じ
わ
改
善
し
て
い
く
病

気
だ
と
聞
い
た
か
ら
、
焦
ら
ず
ゆ
っ

く
り
取
り
組
ん
で
こ
う
ね
」 

 

 

そ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
は
大
き

な
支
え
で
す
。 



Ａ 

「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」。
追
い
込
ま
れ
る
ほ

ど
に
力
を
出
せ
る
の
が
あ
な
た
の
強
み
。
諦

め
ず
に
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き

起
こ
り
、
思
っ
た
以
上
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。 

Ｂ 

「
も
う
ひ
と
息
」。
終
わ
り
が
見
え
て
き
た

と
き
、
最
後
の
力
を
振
り
絞
る
こ
と
の
で
き

る
人
で
す
。
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
追
い
込
み

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

Ｃ 

「
最
速
先
行
」。
一
度
狙
っ
た
ら
、
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
も
手
に
入
れ
た
い
と
思
う
人
。

た
だ
し
、
絶
対
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
の
に
、
つ
い
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を

買
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。 

Ｄ 

「
景
品
あ
り
」。
お
得
感
の
あ
る
も
の
に
惹

か
れ
る
タ
イ
プ
。
無
料
で
も
ら
え
る
と
聞
け

ば
、
迷
わ
ず
行
動
す
る
人
で
す
。 

Ｅ 

「
自
由
参
加
」。
強
要
さ
れ
る
と
動
か
な
い

も
の
の
、「
自
由
参
加
」
と
言
わ
れ
る
と
、
好

奇
心
が
湧
き
起
こ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
大

き
な
結
果
を
残
せ
る
人
で
す
。 

Ｆ 

「
新
規
オ
ー
プ
ン
」。
新
し
い
も
の
に
目
が

な
い
あ
な
た
。
流
行
に
敏
感
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
が
旺
盛
な
人
で
す
。 

 

屋
根
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す

る
際
、
天
窓
を
希
望
す
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
住
宅
密
集
地

で
も
天
窓
な
ら
周
囲
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
採
光
が
で
き
、

通
風
に
も
よ
い
と
い
う
の
が

人
気
の
理
由
の
よ
う
で
す
。 

 

た
し
か
に
、
天
窓
は
同
じ
大

き
さ
の
窓
面
積
な
ら
通
常
の

約
３
倍
の
明
る
さ
を
確
保
で

き
ま
す
。
ま
た
、
夏
の
室
内
の

天
井
付
近
は
40
℃
く
ら
い
に

な
り
ま
す
が
、
天
窓
を
10
分
ほ

ど
開
け
て
お
く
と
室
温
が
５

～

10

℃
下
が
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら

冷
房
を
つ
け
れ

ば
、
電
気
代
の
節

約

に

な

る

で

し
ょ
う
。 

 

た
だ
し
、
家
の

構
造
に
よ
っ
て

は
天
窓
の
と
り
つ
け
以
外
の

コ
ス
ト
が
か
さ
み
ま
す
。
た
と

え
ば
上
階
が
バ
ル
コ
ニ
ー
な

ら
、
雨
仕
舞
い
を
慎
重
に
考
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
バ
ル

コ
ニ
ー
の
床
を
支
え
る
構
造

材
が
入
っ
て
い
れ
ば
天
窓
の

位
置
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
ほ
か

に
、
防
水
対
策
と
し
て
屋
根
の

一
部
を
張
り
替
え
た
り
、
断
熱

対
策
が
必
要
に
な
っ
た
り
す

る
場
合
も
出
て
き
ま
す
。
屋
根

の
全
面
改
築
と
併
せ
て
検
討

し
ま
し
ょ
う
。 

人
気
の
「
天
窓
」
で
す
が
、 

 
 

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

気になる履物はどれ？  

次の中からひとつ、直感で選びましょう。 

 

A ミュール   B スニーカー   C ハイヒール 

D ひも靴    E ブーツ      F バスケットシューズ                      



 作家であり医師でもある米山公啓さんの著書、『「持

たない！」生き方』（大和書房刊）は、持たない自由を

楽しむことを教えてくれる本。たとえば、欲しいと

思って買ったアクセサリーがあるとします。手に入れ

たときはうれしく、幸せな気持ちでしょう。しかし、

そのうちその幸せに慣れ、そのアクセサリーに飽きて

しまいがち。結局、クローゼットの奥にしまったま

ま……。こんなことはよくあります。「それなら持たな

くても同じ」と、米山さんは言います。 

 実際、そう気づいた彼は大学病院の助教授という肩

書きを捨てます。そのとき同時に、家や別荘、車、スー

ツなどを捨ててしまったというから驚きです。「すべ

てを捨てて自分を一新させたかった。実際に捨ててみ

ると、迷いや失う不安がなくなり、新しい出会いを楽

しめるようになりました」と言います。そして今、米

山さんは作家など各方面で活躍し、身の丈に合った借

家に住み、浮いたお金で趣味などを楽しむという、充

実した日々を過ごしているそうです。 

 そうは言っても、なかなか……と思う人が多いで

しょう。しかし、一度考えてみましょう。「今、持って

いるものが本当に必要か」と。自分自身に質問をなげ

かけるのです。不要と答えが出たものは捨てればいい

でしょう。不要とは思うけど捨てるのは……と迷って

も、思い切って捨ててみます。迷い自体もストレスで

すし、捨てないかぎりストレスをずっと抱えることに

なるからです。 

 「また欲しくなるかも……」と思って捨てられない

という人もいるでしょう。でも、思い切って捨ててみ

れば、捨てても不便ではなかった、どうせ使わないも

のだったと気づくでしょう。捨てることでものへのこ

だわりがなくなり、失う不安も消え去るのです。それ

に、不要なもの、使わないものは目にするたびに

ちょっとしたストレスを感じます。「使っていないの

に買ってしまった……」と。 

 とにかく、ものは持っても持たなくても同じ、それ

なら捨てても捨てなくても同じです。だったら、身軽

なほうがいいもの。身軽なら、新しい楽しいことに出

会うチャンスに気づきやすくなります。 

 ところで、脳はいくつになっても、刺激を与えるこ

とで、活性化することは周知の事実。ものを捨てて新

しい出会いという刺激を与え、脳をイキイキさせま

しょう。新しい仕事や趣味、ボランティアなど、なん

でも大丈夫です。いくつになっても、新しい世界を広

げていきたいものです。 

いらないものは思い切って捨て、身軽になる 


